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平成18年７月25日（火曜日）

午前10時０分開会

会議に付託された議案等

○教育及び警察行政の推進並びに公営企業の経

営に関する調査

○その他報告事項

・ 認定こども園」について「

・ サンマリンスタジアム宮崎」における常設広「

告について

・競技力向上のための「選手強化対策事業費」

について

出席委員（８人）

委 員 長 外 山 良 治

副 委 員 長 湯 浅 一 弘

委 員 松 井 繁 夫

委 員 外 山 三 博

委 員 中 村 幸 一

委 員 蓬 原 正 三

委 員 十 屋 幸 平

委 員 山 口 哲 雄

欠席委員（なし）

委員外議員（なし）

説明のため出席した者

教育委員会

教 育 長 高 山 耕 吉

石野田 幸 蔵
教 育 次 長
（ 総 括 ）

前 田 博
教 育 次 長
（教育政策担当）

福 島 信 雄
教 育 次 長
（教育振興担当）

総 務 課 長 梅 原 誠 史

政 策 企 画 監 満 丸 洋 一

財 務 福 利 課 長 小 田 正 一

学 校 政 策 課 長 飛 田 洋

学 校 支 援 監 白 川 智

特別支援教育室長 渋 谷 弘 二

教 職 員 課 長 谷 村 學

生 涯 学 習 課 長 豊 島 美 敏

スポーツ振興課長 坂 口 和 隆

文 化 財 課 長 米 良 弘 康

人権同和教育室長 遠目塚 勉

政策調査課主査 千知岩 義 広

議事課主任主事 大 野 誠 一

ただいまから文教警察企業○外山良治委員長

常任委員会を開会いたします。

まず、本日の委員会の日程についてでありま

。す。配付いたしました日程案をごらんください

本日は、教育委員会に報告事項の説明を求めて

おります。この日程案のとおりで御異議ござい

ませんか。

これは本日の３時40分、４時です○松井委員

ね。できれば審議によっては可及的速やかに終

わると、そういうような弾力を持たんと、これ

やるとずっと昼までやらんならんよ。そういう

ふうに弾力のあることで了承したと……。

文教警察企業ですが、きょう、警○山口委員

察も企業も報告事項はなしということですか。

はい。○外山良治委員長

彼らも忙しいでしょうから、我々○山口委員

が彼らを拘束していいかどうかという部分はあ

るにしても、せっかくの閉会中の委員会ですか

ら、逆に、委員側の質問がなしということでも

ないわけよね。報告事項がないから来ないとい

うのはいいのかなと、逆に言ったら、委員側の
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質問があるかないかわからんのに全員がそろう

というのは、お金と時間のむだと言えばむだか

なという気がしますが、そのことについて、何

も質疑、質問はできないというのはどうかなと

思ったもんですから……。今後の委員長会等で

議論をしてみてください。きょうはもう申し上

げません。

御指摘にあった点等を今後○外山良治委員長

検討いたしまして、対応を考えていきたいとい

うふうに考えます。

再度、確認をいたしますが、教育委員会に報

告事項の説明を求めることに御異議ございませ

んか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、可及的速やかに○外山良治委員長

終わりますように、十分配慮しながら、運営を

やっていきたいと考えております。そのように

決定をいたします。

執行部入室のため暫時休憩をいたします。

午前10時２分休憩

午前10時４分再開

委員会を再開いたします。○外山良治委員長

それでは、報告事項の説明を求めますが、委

員の質疑は、執行部の説明がすべて終了した後

にお願いをいたします。

教育委員会でございます。よろ○高山教育長

しくお願いいたします。説明に入ります前に、

おわびとお礼を申し上げたいと思います。

。まず、教職員の不祥事についてでございます

新聞等で報道されましたとおり、県立佐土原高

等学校の講師が、盗撮目的で校内にビデオカメ

ラを設置するという、極めて残念な事件が発生

し、この講師を７月19日付で懲戒免職処分とし

たところであります。この事件は、県民の教育

への信頼を著しく損なう行為でありまして、県

教育委員会といたしましても、大変遺憾に思っ

ております。今後とも、教職員一人一人が児童

生徒、保護者、県民から信頼され、教育公務員

として誇りを持ってみずからの職務に邁進する

よう、指導の徹底を図ってまいりたいと考えて

おります。

次に 「宮崎県サッカー協会」についてであり、

ます。当協会の平成12年度から16年度までの５

年間の不明朗な会計処理につきまして、新聞等

で報道されたところであります。県教育委員会

では、県体育協会を通じまして、当協会に交付

をいたしております強化費について、問題が表

面化しました昨年４月に直ちに調査を行い、適

正に執行されていることを確認いたしておりま

、すが、不明朗な会計処理問題の解決が長期化し

協会運営に支障が出るようになれば、本県サッ

カー競技の発展に影響が及ぶことも懸念されま

すので、県体育協会との連携を強化し、県サッ

カー協会に対する働きかけを強める方向で検討

してまいりたいと考えております。

次に、お礼を申し上げます。昨日、開催をさ

れました「宮崎県中学校総合体育大会総合開会

式」に際しまして、外山委員長には、御多忙中

にもかかわりませず御臨席を賜り、まことにあ

りがとうございました。この場をおかりしまし

て、厚く御礼を申し上げます。

それでは、説明に入らせていただきます。本

日は 「認定こども園」について 「サンマリン、 、

スタジアム宮崎」における常設広告について、

競技力向上のための「選手強化対策事業費」に

ついての３つの事項について説明を行います。

内容につきましては、引き続き、関係課長が

説明をいたしますので、よろしくお願いをいた

したいと思います。以上でございます。
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。○飛田学校政策課長 学校政策課でございます

よろしくお願いいたします。

資料の１ページをお開きください 「認定こど。

も園」についてであります。このたび、国にお

きまして、認定こども園に関する法律が成立

。し、10月１日から施行されることとなりました

そこで、本日御説明させていただくものでござ

います。

資料１の認定こども園制度の背景をごらんく

ださい。幼稚園と保育所については、保護者の

就労の有無で利用する施設が限定されてしまう

ことや、少子化の進行や、教育ニーズの多様化

に伴い、必ずしも、これまでの取り組みだけで

は対応できない状況が見られることが挙げられ

ます。具体的な例をお示ししながら、背景と

なっておりますことについて、資料にありませ

んが、少し補足をさせていただきます。

例えば、保育所に受け入れられるのは、保護

者が働いているため家庭で保育ができない、そ

のような家庭の子供に限られておりました。現

在、就労形態が多様化している中で、保護者が

就労を中断する、勤務を途中でおやめになると

いうようなこともございます。そうなると、就

労の中断のために、保育所に行っていた子供は

途中で保育所を退所しなければならないという

ようなことがございます。それから、幼稚園は

教育をする施設でございますが、保護者が働い

ているとか働いていないにかかわらず、教育を

しておりますが、保育時間が保育所より短い、

そのため利用しにくいというような状況がござ

います。宮崎ではそういうことはございません

が、全国的な状況を見てみますと、全国的には

保育所に入りたくても入れないという、待機を

している状況も相当数ございます。一方では、

幼稚園の利用園児数はだんだん減っているとい

うような状況もあります。

さらに、都会を中心として核家族化の進行と

か、地域の子育て力の低下のために、小さな子

供を自宅で育てておられる保護者の方への支援

が場合によっては大きく不足しているというよ

うな状況もございます。

そこで、資料にありますように、そのため幼

稚園と保育所のよいところを生かしながら、そ

の両方の施設の役割を果たすことができるよう

な新しい仕組み、その新しい仕組みをいわゆる

「認定こども園」というわけですが、その仕組

みをつくろうという観点から 「就学前の子ども、

に関する教育・保育等の総合的な提供の推進に

関する法律 、いわゆる認定こども園に関する法」

律でございますが、この法律が平成18年６月15

日に公布されたところでございます。

次に、２にあります「認定こども園」とはを

ごらんください。認定こども園は、幼稚園・保

育所等のうち、以下の機能を備えるもので、後

ほど４で説明させていただきますが、認定基準

を満たす施設につきましては、都道府県知事か

ら認定こども園としての認定を受けることがで

きるものであります。

まず、認定こども園は （１）に示しますよう、

に、就学前の子供に幼児教育・保育を提供する

機能、つまり、保護者が働いている、働いてい

ないにかかわらず子供を受け入れて、幼稚園が

持っている教育的な機能と保育所が持っている

保育的な機能を一体的に行うという施設でござ

います。加えて （２）に示しますように地域に、

おける子育て支援を行う機能、つまり地域すべ

ての子育て家庭を対象に、子育て不安に対応し

た相談活動や、親子の集いの場の提供などを行

う機能を持つ施設であります。

次に、３の「認定こども園」のタイプをごら
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んください。４つのタイプがございます （１）。

の幼保連携型は、既に認定を受けている幼稚園

と認可を受けている保育所とが連携して、一体

的な運営を行うことにより認定こども園として

の機能を果たすタイプであります （２）の幼稚。

園型は、認可幼稚園が、保育に欠ける子供のた

めの保育時間を確保するなど、保育所的な機能

を新たに備えて、認定こども園としての機能を

果たすタイプであります （３）の保育所型は、。

認可保育所が、保育に欠ける子供以外の子供を

受け入れるなど、幼稚園的な機能を新たに備え

ることで認定こども園としての機能を果たすタ

イプであります （４）の地方裁量型は、幼稚。

園・保育所いずれの認可もない地域の教育・保

育施設が、認定こども園として必要な機能を果

たすタイプであります。

次に、４の「認定こども園」の認定基準につ

、いてであります。具体的な基準につきましては

文部科学大臣と厚生労働大臣が定める「国の指

針」を参酌して都道府県が条例で定めることと

法律に規定されております。条例で定める基準

につきましては （１）の職員の配置 （２）職、 、

員の資格 （３）教育・保育の内容 （４）子育、 、

て支援、そのような事項を定めることとなって

おります。

、最後に、５の法律の施行期日でございますが

本年10月１日となっております。

そこで、県といたしましては、国の動きを確

認しながら、福祉保健部の保育所所管の部署で

あります児童家庭課が中心となりまして、私立

幼稚園所管の生活文化課、そして公立幼稚園の

所管の学校政策課、その関係部局が連携・協力

しながら、条例案の策定に現在取り組んでいる

ところでございます。

なお、お手元に参考資料として国の作成した

認定こども園のパンフレットをお届けしており

ます。後ほどごらんいただくとありがたいと思

います。以上でございます。

スポーツ振興課でご○坂口スポーツ振興課長

ざいます。よろしくお願いを申し上げます。

まず 「サンマリンスタジアム宮崎」における、

常設広告について御説明を申し上げます。委員

会資料の２ページをお開きいただきたいと思い

ます。

１の目的でございますが、県の財政状況は非

常に厳しい状況にあるため、財源の確保を図る

方策の一つとして、サンマリンスタジアム宮崎

。において広告の掲出を実施するものであります

２の広告掲出可能箇所でございますが、広告

１区画の大きさは縦1.5メートル、横10メートル

を基本として、内野グラウンドフェンスに６区

画、外野グラウンドフェンスに14区画の計20区

画を募集いたします。

３の広告使用料でございますが、都市公園条

例の規定に基づき、内野グラウンドフェンスが

１区画につき年額31万5,000円、外野グラウンド

フェンスの年額が52万5,000円となっており、１

年に満たない場合は月割り計算となります。例

えば、ことし９月から広告掲出した場合は、９

月から来年３月までの７カ月間分として、ただ

いま申し上げました金額の12分の７の金額とな

ります。

４の公募期間は、平成18年８月１日から８

月21日までとして、公募のあったものについて

は、審査会の審査を経て決定をし、本年９月か

らの掲出を予定しておるところであります。ま

た、募集区画に空きがあった場合は、以後も募

集を継続する予定であります。

次に、５の硬式野球場常設壁面広告物審査会

についてですが、この審査会は（１）にありま
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すように、サンマリンスタジアム宮崎が公共施

設であること、及び青少年健全育成の場である

ことに留意しながら、都市公園条例施行規則の

規定により、広告物について審査を行うもので

あります。 申請のあったすべての広告について

審査を行いますが、許可しない広告物の例とし

ては （２）の①から⑤に掲げております風俗営、

業と規定されるものや、消費者金融に関するも

のなどが考えられます。次の３ページをお願い

申し上げます （３）に審査会の構成メンバーを、。

（４）に都市公園条例施行規則の該当部分を参

考としてお示しをしております。

６のその他でございますが、今回の広告掲出

に際しまして、県として、児童生徒の健全育成

を促進するため、例に掲げておりますような公

共広告の掲出を検討いたします。

また、４ページから広告募集要項を、６ペー

ジに広告掲出場所を、さらに７ページに掲出イ

メージを添付しておりますので、後ほどごらん

をいただきたいと思います。

次に、競技力向上のための「選手強化対策事

業費」についてであります。８ページをお開き

いただきたいと思います。

まず、１の事業概要でありますが、この選手

強化対策事業費は、国民体育大会で実施され

る40競技において選手強化のために行う県内外

での遠征や強化合宿に必要な旅費や宿泊費等を

支援するものであり、国民体育大会において入

賞し、競技得点を獲得するための強化費であり

ます。平成17年度選手強化費の総額は8,580

万7,000円でありました。

、次に、２の主な交付先についてでありますが

平成17年度分の一部の競技について配分額を示

しております。陸上競技協会に506万円、バレー

ボール協会に385万5,000円、サッカー協会に319

万1,000円などとなっております。この配分額は

選手強化基本方針等に従いまして、入賞の期待

度や実績等により決定しているものでございま

す。

次に、３の補助金交付の流れについてでござ

いますが、県は、県体育協会からの交付申請の

提出を受け、その申請書を審査後、補助金とし

て県体育協会に交付をしております。県体育協

会は、40競技団体から提出されました申請書を

審査後に、補助金の交付を行っております。各

競技団体は、事業終了後、領収書や写真等が添

付された実績報告書を県体協に提出することに

なりますが、その際、提出書類に不備がないか

どうかのチェックを十分に行っているところで

ございます。その後、県体育協会は、県に対し

まして補助金に対する実績報告書を提出するこ

とになります。以上のような流れにより補助金

。の適正な執行に努めているところでございます

次に、４の宮崎県サッカー協会に関する報道

についてでございます。昨年の４月に県サッ

カー協会において、平成15～16年度の会計処理

が不適切であったことが判明しました。

県サッカー協会では、調査委員会を設置し、

真相の究明を進めてきましたが、ことしの７月

９日に県サッカー協会の橋田会長が記者会見を

行い、使途不明金が約721万円であったこと、さ

らに、本年９月までには最終報告をまとめる旨

の報告がなされたところであります。

（３）のこれまでの県の対応としましては、

平成17年４月の報道後、直ちに県サッカー協会

、に対する補助金が適正に執行されていることを

県体育協会とともに確認をしたところでありま

す。その後、任意団体としての独自性を尊重し

ながら、県体育協会を通じて、県サッカー協会

みずからが解決することを支援してまいりまし
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た。最終報告が９月までになされるということ

でありますが、今後、この問題の解決が長期化

する場合には、本県サッカー競技への影響も懸

念されることから、県体育協会との連携をさら

に強化し、県サッカー協会に対する働きかけを

強める方向で検討してまいりたいと考えており

ます。

（４）のその他に示しておりますが、平成17

年度、県サッカー協会に対し、県民体育大会の

開催運営費として15万5,000円、強化組織運営費

として５万円を県体協を通じて補助をしており

ます。今後とも、県体育協会と密接な連携を図

りながら、各競技団体がこの補助金を十分に活

用して、本県競技力の向上に生かせるようにこ

の事業の適正な執行に努めてまいります。以上

でございます。

執行部の説明が終了いたし○外山良治委員長

ました。

報告事項についての質疑はありませんか。

認定こども園についてお伺いいた○中村委員

しますが、今、課長からお話があったことは、

。もう既に、地域では実行されているんですよね

幼保、いわゆる両方相兼ね備えたことはもう既

に実行されておって、何ら目新しいことではな

いんですよね。私が問題にするのは、４番の認

定こども園のタイプというところで、地方裁量

型というのがありますね。いずれも認可のない

ものですね。ここは、私の友達、蓬原議員の友

達でもあるんですが、三股の、音楽を主体にし

たいい、保育園と幼稚園を兼ね備えたところが

あるんですよ。なかなか認可が出ない。今、少

子化の中でいい保育園、いい幼稚園、そういう

無認可のいいところにみんな行くんですよね。

だから、ある程度緩和して、この地方裁量型と

いうやつを積極的に認定こども園ということに

やっていただきたいということを強く要望した

いと思うんです。いいところがたくさんありま

す。普通の保育園や幼稚園よりかすばらしいと

ころがいっぱいあるので、これはぜひ、これを

活用していただきたい。

それからもう一つ、認定こども園の設定基準

の中で、幼稚園の方は総務部が持ってたんです

よね。総務じゃなかったですかね。幼稚園の管

轄は……。地域生活部か……。

総務部の総務課に文教係○飛田学校政策課長

というのがございましたのが、地域生活部の方

に移っております。よろしゅうございますか。

保育園は福祉……。○中村委員

。○飛田学校政策課長 児童家庭課でございます

だから、これが認定こども園とい○中村委員

うことになってくれば、私は、前から思ってい

たんだけど、幼稚園、保育園の所管、これをど

こか一本化しないと、我々もいろんな陳情に行

くときに非常に困るんですよね。だから、この

認定こども園なるものが決まれば、ぜひ、窓口

を一つにしてほしいと思いますが、それはいか

がですか。

現在、条例を策定する作○飛田学校政策課長

業を進めておるところですが、条例に伴いまし

て、規則をどうするかというようなこともござ

います。今のような御意見を踏まえながら、関

係課で協議をさせていただこうと思います。以

上でございます。

国の法律はどうか知りませんが、○中村委員

宮崎県においては、この認定こども園は、どこ

が管轄するんだということを、ちゃんと整備し

ていただきたいというふうに私は思います。

サンマリンスタジアムの方は、もう山口議員

が専門ですから申し上げませんが……。

、競技力向上ですね。この問題についてですが
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こうして補助金交付の流れというのがあります

けれども、県体協から競技団体の、この中のど

ういう流れかというのがチェックがされなかっ

た結果が、今回のサッカー協会のことに関する

不祥事だと思うんですよね。だから、この辺の

県体協と競技団体の金の流れというのは、どの

ようにチェックがなされているんですか。監査

とかやっているんですか。

県体育協会からは各○坂口スポーツ振興課長

競技団体に、ことしの競技力向上費について内

示をいたします。その内示に従って各競技団体

は事業計画を出します 「こういった合宿をやり。

、ます」ということを申請書を出します。そして

その申請書を審査した後、補助金を交付いたし

ます。そして、各競技団体は、その計画に基づ

きまして強化合宿等々を行います。そして、終

わりましたら、その領収書、実績報告書、写真

等々をつけて、また県体育協会の方に提出をい

たします。県体育協会としては、それを精査を

いたしまして、しっかりした提出書類だという

ことであれば、それを受け取ります。そういっ

。た大きな流れになっているところでございます

私は、実は、都城の陸協の会長を○中村委員

しているんですけど、いつも「金がない、金が

ない」と言うんです。これだけ流れてきておる

、のであればある程度あるはずなのに、とにかく

広告で寄附を集めてくれと言われてやっている

んですが、その実態はどこにどう流れてくるか

ら 県体協から競技団体に流れる、例えば延―

岡だの、都城だの、宮崎だのに流れるその金は

つかんでいらっしゃるんですか。

この強化費というの○坂口スポーツ振興課長

。は、国民体育大会に関する強化費でございます

国体に関する、国体で勝っていただきたいとい

うお金でございます。国体に対する選手の強化

費ということで補助金を流しているところでご

ざいます。

それにしても、国体に行く選手が○中村委員

都城からもいるわけですよね。今まで都城にど

れだけ、あるいは延岡にどれだけ、宮崎にどれ

だけ、個人とか団体とかあるわけですがね。ど

のような流れ方をしたのかというのを私は知り

たいんですよね。

これは例えばバレー○坂口スポーツ振興課長

ボール協会で言えば、バレーボール協会に本年

度の国体についてはこれだけのお金を差し上げ

、ますと、そのランクづけもいたします。例えば

バレーボールで言えば、成年男女の６人制がご

ざいます。成年男女の９人制がございます。少

年男女の６人制がございます。６種別ございま

すので、その６種別について県体育協会はラン

クづけをいたします。そのランづけに従いまし

。てその年の補助金というものを決定いたします

それを県のバレーボール協会に交付をいたしま

す。そのバレーボール協会では、バレーボール

協会の６種別の強化に応じた配分を恐らくして

くると思いますし、県体育協会も大まかな６種

別の配分額を決めますので、その配分額に応じ

た強化をバレーボール協会はやると思います。

そのときに例えば、バレーボールが６人制の少

年男子が選抜であったときには、その選抜チー

ムは各学校から入ってきますので、その選抜

。チームに補助金が渡るということでございます

成年女子９人制で言えば倉内整形でございます

ので、単独チームで恐らくありますので、そこ

に補助金が流れると、そういう仕組みになって

おるところでございます。

認定こども園の、ここに職員の配○十屋委員

置と職員資格、職員資格は当然、幼稚園と保育

園は違うので、そのあたりで、研修して両方取
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らなきゃいけないというふうになっていると思

うんですけども、そういうとこら辺でどの程度

研修されるのか。

それから、この施設がすべてに適用されるん

ではないと思うんですよね。その地域のエリア

とかあって、例えば、市町村に何施設とかそう

いう基準があるのかですね。

それからもう一つは、今までの幼稚園と保育

園は当然、時間も違うし、通園の仕方も違いま

すね。そのあたりはどういうふうになるのか、

。これから検討されるんだと思うんですけど……

それともう一つは、細かいことを言うと、保

育園のおやつと、幼稚園はおやつが出ないとい

う、その辺の問題とか、さまざまな課題がある

と思うんですが、それは教育委員会は直接関係

するのかどうかですね、その辺、ちょっとお話

聞かせてください。

現在いろんな視点で検討○飛田学校政策課長

しているところでございますが、わかっている

ことについてお答えをさせていただこうと思い

ます。

職員の資格につきましては、現在は、幼稚園

は幼稚園教諭の免許を持っていると、それから

、保育所については保育士の資格を持っていると

この施設は両方の機能を兼ね備えていることに

なりますので、両方の資格を有することが一番

望ましいんですが、原則論でいきますと、ゼロ

歳から２歳児、いわゆる保育所に該当する年代

の子供さんを担当される方については保育士の

資格、それから３歳から５歳児については資格

の両方とも持っていらっしゃる方が望ましいと

いうふうに国の指針の案は今、示されているわ

けです。まだ、最終的な指針は出ておりません

が、ただ、両方の資格を現実に今、持っている

かというと、今から取ろうとなさる方あたりま

でも含めてというような基準になるんではない

かというふうに伺っております。

それから、２番目の認定につきましては、市

町村に幾つとかいうようなことになるのかとい

うことですが、先ほど中村委員のお話にもあり

ましたように、既に、それぞれのところで、こ

ういう趣旨というのは取り組んでいただいてお

りますし、県といたしましても、いろんな事業

の中で、そういう趣旨というのは今、奨励をさ

せていただいているところですが、この施設に

つきましては、施設の方から申請をしていただ

。いて、それを認定をするということになります

現在の段階では具体的にどれくらい申請がなさ

。れるかということは明確につかんでおりません

実は、６月の段階で知事部局の方で調査をさ

せていただいて、その後に７月に説明会をやり

ましたんですが、６月の段階では法が出てすぐ

の調査でしたので、余り実態を御存じなくての

状況で、その段階では、保育所は県内ほとんど

定員に近い状況、待機しているような状況もな

いもんですから、保育所の方は、余り積極的な

動きはありませんでした。幼稚園の方は、ある

程度、20幾つぐらいがやってみようかというよ

うなお話があったんですが、これも具体的な説

明をする前ですので、今まだ指針等も国から出

ておりませんので、具体的にどれくらいになる

かということについては、ちょっと状況は見え

ません。

それから、通園の方法だとかおやつのことだ

とか、そういうことについてもいろんなことが

ございますが、例えば、認定基準の中で恐らく

話題になっていくのが調理室とかそういうのを

どうするかという話なんですが、現在は、幼稚

園は規定はないんですね。ところが、保育所は

規定がございます。認定こども園は、調理室の
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設置が望ましいというような方向になるんでは

ないか、ただ、３歳から５歳というのは、いわ

、ゆる幼稚園を今まで対象としてきた年代ですが

そこは外部から搬入とかいうようなこともある

んじゃないかというようなことを今、検討をし

ているところです。したがいまして、通園とか

細かなことも規則の中とか条例の中にどこまで

落とし込むかとか、あるいはそこあたりはある

枠の中で園に裁量していただくとか、そういう

ことについて今、検討しているところでござい

ます。以上でございます。

ということで、じゃ、この（１）○十屋委員

番から（４）番まで型がありますよね。幼保連

携とか、保育所型とか、これ、例えば、一体的

に整備するということで、地域の子育て支援セ

ンターみたいなものをつくるんだろうという場

合には、何か国からの補助とか県から補助を出

したりとか、そういうハード整備の面も出た場

、合は、補助の絡みが出てくると思うんですけど

そのあたりはどうなんですか。

実は、補助につきまして○飛田学校政策課長

は、現在わかっておる段階につきましては、現

行の制度を生かしていくと、ただ、現行の制度

を生かしていくときは このパンフレットの―

方をごらんいただけませんか。認定こども園の

方……。開いていただいて、右側の中より下の

部分に「幼保連携型の特例について」というの

がございます。４つのタイプがありまして、幼

稚園を出発点として、それに保育所的な機能を

つけていくのは幼稚園の補助が延長ということ

になります。それから保育所を出発点とするも

のにつきましては、保育所の補助が延長という

、形になります。それになかったのは幼保連携型

幼稚園と保育所が一緒になる、ドッキングする

型ですが、そこには表がございまして、現行で

は結局、幼稚園と保育所別々で認可をしており

ますが、今度は認定こども園として一緒に認定

します。そうすると、その設置者がだれになる

か、今まで幼稚園の場合には学校法人でした。

それから保育所の場合はほとんどが社会福祉法

人ということになるんですが、そのトップが例

えば社会福祉法人になったとき、幼稚園部分に

ついては補助が受けられないかというと、そこ

に書いてありますように、現行では、表の中の

一番上の欄ですが、私立幼稚園施設整備助成費

というのは学校法人だけだったのですが、それ

がトップが社会福祉法人になっても補助が受け

られるという方向で示されております。逆のパ

ターンもそういう配慮をしながらやっていくと

いうことは明確になっております。以上でござ

います。

、○十屋委員 それともう一つは、幼稚園の場合

教育制度のところでかかわってくると思うんで

すよね、子供の教育という部分。そうしたとき

にいろんな園では、小学校の先生と幼稚園の先

生との連携を図るとか、そういう話まで聞こえ

てくるんですよ。教育委員会としては、そのあ

たりはどういうふうに考えておられるのか。施

設側から、子ども園の方から要望があれば取り

組むのか、それよりか、積極的に教育委員会側

から呼びかけて取り組むのか、その辺はどうな

んですか。

非常にありがたい御指摘○飛田学校政策課長

だと思うんですが、そういう部分について同じ

、ように非常に大事だと思っております。それで

現在「幼保小連携推進モデル事業」で、実は小

学校に入る段階で連携をとりながら、子供たち

がすくすくと育つようにということで、今、県

内で３地域でそういう事業に取り組ませていた

だいておりますし、今年度の事業といたしまし
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て 「宮崎の就学前教育推進事業｣というのをお、

願いしているところですが、その中で、宮崎県

の就学前教育プラン、いわゆる就学前教育が非

常に大事だということで、宮崎県として、一つ

の指針を示したいということで、今一生懸命取

り組んでおります。そういう意味におきまして

も、幼保小あるいは小学校、中学校、高校まで

の連携というのは非常に大事だと思っておりま

すので、そういう事業を通して奨励をしていき

ますし、指針も示していきたいと思いますし、

さらには、園長先生等の研修会等もうちが主催

でやっておりますが、そういう場でもいろんな

情報提供とかということをしております。さら

、に学校政策課におります指導主事を幼稚園とか

そういう研修会に、要請があれば、どんどん

行ってこいということで、今、やっておるとこ

ろでございます。以上でございます。

今度は、競技力の方でちょっとお○十屋委員

話を伺いたいんですが、ここにありますよう

に、8,500万円なりの補助をされているんですが、

結果として、なかなか国体でもよくないという

現実があって、非常に厳しいと思うんですが、

ここにありますように、強化費の配分額という

のがあって、私もスポーツ関係していますが、

実際、ほとんど成年男子の場合、宮崎から大学

に行っている強化したい選手、呼び戻そうとし

たら、それで飛んじゃうんですよ。実際として

旅費も出ないし、例えば、合宿するための宿泊

費とかそんなものも出ないし、結果としても交

通費のみ。東京とか関西とか飛行機で往復すれ

、ば、それほどたくさん一人にかけられないので

このあたりがやっぱり悩ましいところで、強化

したいけど、実際練習する回数も限られるとい

うことで、多額のお金はかけていただいている

んですが、実をなかなか結ばないと、そのあた

りを、教育委員会としては、先ほど中村委員の

、ところで説明をちょっとされたんですけれども

実際的に、強化するために強化費をどういうふ

うに使うかということを考えたときには、国体

に向けてやっていくんですけど、なかなか使い

方も見えてこない部分があるのかなというふう

に思うんですよ。そういうところはどのように

考えられますか。

バスケットで言えば○坂口スポーツ振興課長

少年男女、それから成年男女ございますけれど

も、私たちは、それぞれの競技でそれぞれラン

クづけをいたします。特技競技から発展まで５

段階のランクづけをしているわけでございます

けれども、そのランクづけに応じまして、その

積算に応じて配分額を決めているわけでござい

ますけれども、今、委員が御指摘のように、成

年男子のバスケット、恐らく大学に行っている

選手たちを呼び集めてそういうふうなチームを

組んでいらっしゃると、努力をしていただいて

いるわけでございますけれども、なかなかそこ

辺まですべてを見るということはできないわけ

でございますけれども、一番、私がことし各競

技団体にお願いしたことは、やはりしっかりし

、た強化計画をつくっていただいて、短期、中期

長期という、そういう計画の中で、各競技団体

がどう戦っていただけるのか 「チーム宮崎」と、

してどう戦っていただけるのか、そういうしっ

かりしたプランを出していただきたいと、その

。競技団体がそういう意識を変えていただきたい

今以上に「チーム宮崎」として頑張るんだとい

う意識を持っていただきたいということをお願

いし、ことしは少しずつ各競技団体がそういう

「チーム宮崎」としての戦い方をしていただい

ている、ありがたい方向に行っているんではな

いかなと思っています。
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ただ、たくさん補助金を流したいんですけれ

ども、県の財政等もございますけれども、成年

男子、勝っていただければ、来年は、それなり

の実績が、またたくさんの補助金が渡るんでは

ないかなと思いますので、ぜひ、いい成績を上

げていただければと思います。

たくさん流せとかというんじゃな○十屋委員

いんですけども、なかなか使い道が効果的に発

揮できないという悩ましいところがあるので、

それぞれの競技団体、工夫しているんですが、

その中で、競技力の場合はどうしても学校教育

現場からの中学、高校のところから競技力を上

げて、それが大学に行ってというのがあって、

それに呼応して地域スポーツですかね、あれを

進めようとされている。そこで今、過度期に

あって非常に難しいところだと思うんですけど

も、今、中体連、高体連そのあたりの強化費、

直接これとは関係ないんですが、ここに結果と

して結びついてくると思うんですよね。ですか

ら、中体連とか高体連のそういう強化費の使わ

れ方とか、どういうふうにやっていらっしゃる

か、そして、ここに直接つながっていくのか、

。そのあたりもちょっとお聞かせいただけますか

選手強化費につきま○坂口スポーツ振興課長

しては、宮崎トップアスリートということで小

学校から一般までというんでしょうか、特に、

中学校、高校生を対象にやっております 「中学。

校アスリート育成事業」ということで、支援費

として部活動の支援費、それから強化費、大会

運営費、そういうものを中体連を通して補助を

いたしております。それから 「高校生アスリー、

ト育成事業」ということで、これは県の高等学

校体育連盟の方に支援費、部活動育成費、大会

運営費、直前合宿費、こういうものを出してお

ります。それから 「トップアスリート育成事、

業」ということで行っておりますけれども、こ

れは各競技、中学校１年生から高校２年生まで

それぞれのトップを集めていただきながら、５

年間にわたって強化をしていこうと、そして最

終学年で力を発揮していただこうと６年計画で

トップアスリートを今、育成しているところで

ございますので、これがやがて芽が出てくると

思いますけれども、そのほかに「少年競技力

。ジュニア連携事業」というのも行っております

これは、小学校、中学校、高等学校の子供たち

を一堂に集めて強化をしているということでご

ざいます。そういったのが中学生、高校生に対

する強化でございます。

ありがとうございます。○十屋委員

そういういろんな施策をやりながら、それぞ

れ個々の選手の能力もあるでしょうし、指導者

の力もあるでしょうし、結果として、国体でそ

、の段階レベルの結果はそれぞれ出てきますから

それは頑張っていらっしゃるというのは我々も

、十分知っているんですけれども、宮崎県として

「チーム宮崎」と言われましたけれども、その

、ときになかなか成績が思わしくないというのは

、頑張っていただくしかないんですけども、これ

最後に要望ですけど、毎回言いますが、いろい

ろあるところの企業さんに、九州大会に競技で

出させてもらえませんかとお願いしましたら、

今、非常に企業も厳しくて、公文書をもってし

てもだめだと、国体だったら、まあ何とかとい

うふうな現実社会になっています。ですから、

よくペーパーで各企業なり、監督さんなりにお

。願いされるんですが、それぞれ競技団体ですね

選手確保においてもそういう面では今、厳しい

ので、非常に悩ましいところがあります。でき

れば、何か協議いただいて、九州大会にしろ、

そういう代表として出るときに少しでも企業の
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方々に御理解いただけるような、そういう取り

。組みもまたお願いしたいというふうに思います

認定こども園について伺います。○山口委員

、法の公布が６月15日で、７月に説明会を行い

参加された施設数が20ちょっとで、施行が本

年10月１日ということでありまして、先ほどの

課長の説明では、現在、関心を持って事前審査

とでもいいましょうか、名乗りを上げている施

設はないということのようでありますが、10月

１日スタートということになると、おおよそあ

と２カ月しかございませんので、私どもからし

ますと、幼保の一元化というのは、もう長い長

い懸案事項であったんですが、いざ、現場段階

という意味では関心はあるものの、施行され

る10月１日から本県の場合にはあり得ないと、

仮に、やられるとしたときに、新年度、あるい

は新学期ということで、来年の４月からあるの

かなという程度の理解でよろしいんですか。

先ほどの説明に補足をさ○飛田学校政策課長

せていただきながら御説明させていただきます

が、実は、議員がおっしゃったとおり、６月に

決まりまして10月１日の施行という、非常に厳

、しい日程でございます。その間に条例をつくり

そして、条例に伴う書類等をどうするかという

規則をつくり、それで国の方と連携を今、とっ

ておるところですが、実は、国がこの基準案に

つきまして、７月にパブリックコメントをいた

しました。それで、パブリックコメントを受け

て、そのパブリックコメントを受けたもので国

のいわゆる指針となる基準を出そうということ

なんですが、それが今のところまだ示されてお

りません。

したがいまして、私たちは、最初に出た原案

をもとに作業を進めておるところですが、理想

をいいますと、９月議会に上程ができて、そう

いう整備を県民に広く普及していくというのが

いいんですが、今、苦慮しながら対応している

というのが現状でございます。

それから、市町村の関係者とか、あるいは施

設の代表者について説明会をいたしました。７

月に２回に分けていたしましたが、その中でも

。大枠でしかまだ示せてないところがございます

したがいまして、議員が御指摘のとおり、10

月１日の施行の段階で十分そういう準備ができ

るかということは、できるだけの努力はしてい

るところですが、現状としては、今、お話しし

たような状況にございます。

ありがとうございました。○山口委員

それから、１ページの３の「認定こども園」

。のタイプで４種類の型をお示しいただきました

それで、４ではその認定基準が記されておりま

すが、従来、幼稚園にしろ保育所にしろ、その

設置については国の基準が厳しくて、この４の

両括弧書きのそれぞれが十分に満たされてなけ

ればと、確かに人様の子どもを預かるわけです

から、そこらの基準の厳しさは理解できないこ

とはないんですが、少子化の中におけるそれぞ

れの施設の円滑な運営を考えたときには、もう

少しそこら辺緩めてもいいのではないかという

気がいたします。

特に、３の（４）地方裁量型という、この部

分ですが、４の中に「国の指針」を参酌して都

道府県が条例で定めることと、こうなっていま

すね。本来ならば、国の指針をかぎ括弧でくく

ることないと思うんですね。これをかぎ括弧で

くくって参酌してという、この流れは率直に申

し上げますと、国の基準はありますが、それを

国の基準に従ってとじゃなくて参酌してという

のは、本県独自のルール、いわば本県としての

ローカルルールもあり得ると、これは理解をし
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てよろしいのでしょうか。条例化についていろ

いろ御苦労なさっているようでありますが、そ

こら辺について、いきさつがわかればお聞かせ

ください。

法につきましては、既に○飛田学校政策課長

発表されておりまして、決まりまして施行を

待っている段階でございます。法の中にもある

程度のことが書いてございますし、国の基準の

中でどうするかということも、それをもとにし

ていくことで今、その段階についてはその協議

をしている段階で、具体的にどこまでが県とし

てやれるかということについては、一つ一つ検

討させていただきながら、今後、考えていきた

いと思っているところでございます。

他の委員からも指摘ありましたよ○山口委員

うに、４つのタイプがあると言いながらも、

（１ （２ （３）まではよろしいとしても、） ）

（４）の部分を考えますとね、ぜひとも、本県

独自の緩やかなルールとか、あるいは運営しや

すいルールというのを織り込んでいただくよう

にお願いをいたします。

次に、認定こども園は、それぞれの保護者か

ら求められたことではあったとしても 「いえい、

え、うちは保育所施設で十分だと思っていまし

た」とか、あるいは「うちは幼稚園で十分だっ

た」という、保護者から見ますと、それぞれの

形が重なってくるわけですから、新しく参加さ

れる方には歓迎されると思うんですが、従来か

ら保育をお願いしている、あるいは園児として

お世話になっている人から見れば、その措置費

あるいは授業料というのは、例えば、教材費と

かおやつ料とは別としても、変わるんだろうか

という心配があるんですね。それは全く園に任

せたままなのか、それとも、県としてもそれら

の措置費、授業料については、ある程度関与を

していくのか、そこら辺についてのお考えをお

聞かせくださいませんか。

非常に微妙な問題だと○飛田学校政策課長

思っておりますが、認定こども園につきまして

は、今まで保育所というのは、市町村がそうい

う経費についてはきちっと決めるという形で来

ておったんですが、認定こども園に認定された

場合には、園でできるという制度になっており

ますが、いろんな方が入所されるのに困難を伴

わないようにというような点は配慮していくべ

きだと思うんですね。ですから、そういうこと

と、補助を出している金額とかそういうことを

含めながら、県がそういう部分については今後

も関与していくこと、あるいは市町村が指導し

ていったり、県が指導していくということにな

ると考えております。

ありがとうございました。○山口委員

。次に、これは委員長に伺いたいんですけどね

「サンマリンスタジアム宮崎における常設広告

について 、私は、本会議で討論までして反対を」

出したんですね。しかしながら、私のやんちゃ

さというか、荒っぽさにほかの委員の皆さんが

何か閉口されてしまって発言すらできない状態

になりまして、反対した私がここで発言してい

いのかな、どうかなというのがあるんですが、

。あえて口火を切るということをお許しください

はい、どうぞ。○外山良治委員長

という背景で質問させていただき○山口委員

ます。２ページの５、広告物審査会 （２）許可、

しない広告例というのが丸で５記されておりま

す。そのほかに３ページの６その他の中に、県

として児童生徒の健全育成を促進する広告の掲

出について検討するという、この部分について

は大変ありがたいことだと思っております。た

だ、この２の中で①はわかります。②の消費者



- 14 -

金融に関するものと、こうしましたときに、そ

れは業種等に対する区別あるいは差別になるの

ではないかと、あれはいいけどこれは悪いとい

う中で、①の部分は法律で掲げているからまだ

いい。しかし、②の消費者金融については、こ

れもだめだとする根拠は何なんだと、③のたば

こに関するもの、たまたま私も今回たばこにつ

いて本会議で質問いたしましたが、アルコール

はいいけれどもたばこはだめだと、それは本県

が静岡や鹿児島に続く葉たばこの産地ではあっ

ても、芋焼酎や麦焼酎のたくさんのメーカーが

あるから、そこに遠慮して書かなかったのかと

私は思わないんですね。ですから、アルコール

はいいけれどもたばこはだめだと、両方とも成

人者以上でなければ食することはできない、あ

るいは嗜好することはできない、こういう法律

がある中で、そこをどう理論づけられようとす

るのか。また、⑤の社会問題となっている業種

や事業者等というのは、全体の流れの中ではま

あ書いておかなきゃしようがないのかなという

気がいたします。が、ある意味でファジーとい

いましょうか、ちょっと弾力性があり過ぎると

いうのもありますし、社会問題になるというの

は、ある日突然村上ファンドのようになってき

たりするものですから、事前に察知しにくい部

分もありますが、いざ、世論がわっと言ってき

たときには、その広告を消さなければならない

という、ここらについての基準をどうされるの

かなというのを、反対した私が非常に心配して

おります。それは皆さん方が、山口に遠慮され

て質問しなかったので、あえて私が聞いたわけ

でありまして、私自身は、ということ等を十分

わきまえて実施してくださいと申し上げたいん

ですが、答弁があった方がよろしいですかね。

答弁があった方がよろしいということだそ―

うですから、お聞かせください。

まず、たばこに関す○坂口スポーツ振興課長

ることから少しお話をさせていただきたいと思

います。たばこに関することにつきましては、

財務大臣指針により製造たばこにかかわる広告

を行う際の指針ということで、公共性の高い場

所の広告は行わないということになっておりま

す。

それから、お酒についてですけれども、酒は

自主規制により未成年者の飲酒防止という観点

から、お酒は20歳になってからなどの注意事項

を入れるということになろうかと思います。

それから、社会問題となっている業種や事業

者ということで非常にファジーだというような

ことでございますけれども、社会問題となって

いることについては、出たときに審査会でどう

するのか、そこ辺を慎重に審査する内容ではな

かろうかと思っております。出した後にいろい

ろな問題が発生する場合もあろうかと思います

ので、その場合は、審査会にかけまして、慎重

に速く掲出を取り除くのかどうかについては、

即座に検討してまいりたいと思っているところ

でございます。

消費者金融についての答弁はあり○山口委員

ませんでしたが、それはそれでよしとします。

ギャンブルはどこまでお考えですか。普通、

競輪、競馬、モーターボート、それからオート

レース、それぞれ所管省庁は違いますが、パチ

ンコはこの中に入るんですか。

そのとおりでござい○坂口スポーツ振興課長

ます。

パチンコもマージャン等も入ると思っていま

す。

発言は注意してください。マー○山口委員

ジャンはあれは遊びであって、たまたまよから
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ぬ人たちが花札と一緒にばくちをやるのであっ

て、警察は、トランプの七並べと同じように

マージャンや花札は扱ってます。

ただ、警察ではパチンコはギャンブルとして

扱ってないんですよね。それは委員会の方から

「あれはギャンブルだよ」と 「ギャンブルに普、

通の主婦が３万も５万もかけるのはおかしい」

と言ったら 「いやいやパチンコはギャンブルで、

はございません」と 「たまたま玉を貸して遊ば、

、せるお店と、出てきた結果景品をくれるお店と

その景品を持っていったら現金にかえるお店が

連なっているだけです」と言って、警察は、あ

れギャンブルと言わないんですね。言いたくな

いんでしょうけど、ですから……。わかりまし

た。パチンコも入るならばそれで理解をいたし

ます。一応この回については私は切ります。皆

さん方、どうぞ。

今のサンマリンスタジアム宮崎の○十屋委員

広告の件ですが、６区画と14区画で20区画で１

年間と計算したときに、この試算からすると約

１億1,000万ぐらい入る、雑駁な計算だとそうな

るんですが、これの広告使用料収入で……。

〔 1,000万」と呼ぶ者あり〕1,000万、済みませ「

ん。これで計算したもんですから、けた間違い

ました。1,100万ですかね。それで、この使用目

的ですよ、どういう……、最初に「厳しい財政

状況にあり、歳入歳出の見直しを行っていると

ころである」ということで、ここで収入を得た

部分に関しては、教育委員会としては、どうい

、うふうに使いたいとかという発言をされるのか

。そういう何か目的があって考えておられるのか

そのあたりを……。

教育委員会では一般○坂口スポーツ振興課長

財源に充てたいと考えているところでございま

す。

ということは、スポーツとかなん○十屋委員

とか全然関係なくて、一般財源のプールの中に

ぼんと入れてしまうということだけですね。

、じゃ、ただ、ここで収入を上げるということで

最初に書いてあるとおり、歳入を図るというそ

れだけの話ですね。

そのとおりでござい○坂口スポーツ振興課長

ます。

というのであれば、ここに、教育○十屋委員

委員会がするからなんでしょうけど、３ページ

の例として「早寝 早起き 朝ごはん」という

例が書いてありますが、広告側からすると、そ

ういう自分のＰＲ、会社のＰＲをもっとしたい

という思いも出てくると思うんですよね、会社

としてですよ。そうしたときに、字づらをこう

いうものを例として挙げられた場合に、出す側

とすれば、絶対こういうものを入れなきゃいけ

、ないのかという発想も出てくると思うんですが

そのあたりはどうなるんですか。

それぞれの掲出をす○坂口スポーツ振興課長

る方々について、別の５ページにあろうかと思

いますけれども、広告掲出条件として 「広告内、

容は、商標、キャッチフレーズ、企業名又は商

品名等をペイントによりグラウンドフェンスへ

直接描くものとする」ということで、９の広告

掲出条件の（２）にありますけれども、そうい

うようなことになろうかと思っています。

ということは、独自に企業がそう○十屋委員

いう先ほど言ったような言葉 「早起き」とか、、

そういうものを入れる分にはかまわないけど、

、教育委員会としては、それを条件をつけるとか

そういうことではない、そして、そこまで規制

はしないということですね。

委員が言われました○坂口スポーツ振興課長

今の、その他の「県として児童生徒の健全育成
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を促進する広告の掲出」ということは、県がこ

ういう掲出をしたいということでございます。

それ以外の掲出者については、こんなことを出

したいということであれば、それを慎重に審査

会で審査をいたしますので、そういうことで御

理解をいただければと思っております。

私の勘違いもあったようでござい○十屋委員

ますので、わかりました。

今の広告についてですが、歳入に○蓬原委員

ついては一般会計ということでわかったんです

けれども、一般会計ですから雑入かなという話

なんですが 〔 使用料」と呼ぶ者あり〕使用料、「

ですね。広告料、これの使用目的というか、そ

。れについては当然縛りはないということですか

それとも、縛りはないけれども、個々の広告で

全部埋まれば924万、収入があるわけですから、

その分をこのサンマリンスタジアムのさらなる

、設備の、あるいは運営の充実等に上乗せすると

何かそういう目的化、案のうちに目的化してい

る部分があるんですかね、お聞かせください。

いろいろな考え方は○坂口スポーツ振興課長

あると思いますけれども、予算編成の中でこれ

から考えていくということになろうかと思いま

す。

ここでついでなんですが、結局、○蓬原委員

、県としての歳入をふやそうと、そこまでの話で

ふやすからにはこれを子供の健全育成のために

使うとか、競技力向上のために使うとか、そう

いうことを踏まえて予算を策定するときに財政

課に、これだけ我々としては歳入アップをした

んだから、これだけは教育委員会としてこの目

的に使いたいから、こういう事業を新しくつく

るのでこちらに回してほしいと、これが政策だ

ろうというふうに思うので、ただ、広告出すか

ら収入ふやした、後の使い道どうなるかわから

んというのは、ちょっと寂しい気がするなと思

うんですが、いかがなものですか。

確かに、県財政が非常に厳しい○高山教育長

ということで、一般財源として、歳入として受

け入れるわけでございますけれども、今後、財

政課と予算折衝等も行っていきますので、委員

がおっしゃったことも十分踏まえまして、我々

、としましても、そういったことを考慮しまして

財政と折衝していきたいというふうに考えてお

りますので、御理解いただきたいと思います。

話変わりまして、認定こども園に○蓬原委員

ついてですが、地方裁量型、先ほども中村委員

から話が出ましたけれども、この括弧の中に

「いずれの認可もない地域の」云々とあるんで

すが、この地域というのはどういう意味なんで

すか。

幼稚園、保育所としての○飛田学校政策課長

認可を受けてなくて、例えば、地域で現実そう

いう保育等をしていらっしゃるという意味であ

りまして、その地域というのは、宮崎とか日本

とか、そういうんじゃなくて、それぞれの地域

でというふうにお考えいただくとよろしいかと

思います。

確認しますが、現実的に今、そう○蓬原委員

いう認可を受けずにやっておられる施設という

ふうに理解すればいいですか。

はい。現在のところは、○飛田学校政策課長

そういう認可を受けていらっしゃらないから、

認可した幼稚園とか認可した保育所ではござい

ません。ただ、認定こども園としての４番に示

しておりますような認定基準を整えていただい

て、認定こども園として申請をいただいて、認

定をしていくというような形が（４）番の地方

裁量型ということになります。以上でございま

す。
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わかりました。○蓬原委員

８ページのスポーツ振興課の御説明のサッ

、カー協会に関する報道についてでございますが

ほかにも見渡しましたところ、バスケットの協

、会の会長さんでないかなという方がおられたり

私も自転車競技の会長をしております。恐らく

実際のところ、それぞれの団体の内部の運営と

いうのは、会長というのはお飾りでございまし

て、あいさつ要員であったり、実際のところは

理事長であったり内部の実際長く携わってこれ

らた方が運営されているというのが現状であり

まして、サッカー協会については、それがため

にこういうチェックが働かずに、こういう結果

を生んだのかなというふうに思うんですが、先

ほどの中村議員は監査委員でもあります。全国

的にいろんな問題がある中で、私も昨年監査委

員だったんですが、いわゆる財援団体、財政援

助団体もこれからは監査の対象にすべきではな

いかという議論がいろいろございまして、たし

か、昨年から財政援助団体も監査の対象にする

ということになっております。

したがいまして、過去、この県体育協会とい

うのは、正式に県の監査事務、監査事務局の監

査を受けたことはないんではないかなというふ

うに思っておりますから、やはり今後は、これ

は監査事務局との関連も出てくるわけでござい

ますが、県体協等教育委員会に係る財政援助団

体、そういうものも監査の対象として、やはり

ある程度年次的にピックアップして受けていた

だくという立場をおとりになった方が一つの

チェックシステムというのは働くんではないか

というふうに思っておりますので、これは事務

局の方の姿勢も出てくるわけですけれども、要

望として申し上げておきたいというふうに思い

ます。

同じく選手強化対策事業について○山口委員

伺います。

サッカー協会については申しわけないんです

、が、このように内部問題が露呈をいたしまして

県そして県体協がそれぞれ動いたことによりま

して漸次解決の方に向かうのかなと思っており

ます。一方では、先ほど中村議員、指摘されま

したように、私たちも県民の間におりていきま

すと 「うちの競技団体は 「うちの競技団体、 」

は」という声がたくさん出てくるんですね。そ

れは最終的にはそれぞれの競技団体の県協会が

自主自律で解決しなければ問題でありますし、

、サッカー協会を一つの他山の石ととらえまして

みずからの透明性や情報公開に進むべきだろう

と思います。

しかし、この県や県体協が注目をしたという

ことで、それぞれの競技団体が運営やその使途

について少し気合いが入ったのは事実ですね。

そういう意味では、民主団体ですから、県が乗

り出していくというところまでは私は求めませ

んが、やはり県体協を通じてそれぞれ各競技団

体の情報公開や事業のあり方等について御指導

をお願いしたいと思います。

先ほど、国体における17年度の強化費配分額

が出されましたが、説明の中で「選手強化基本

。方針に基づき」というような答弁を聞きました

例えば、先ほどの蓬原委員じゃありませんが、

それぞれの競技団体の会長さんが来ておられる

のかもしれませんけれども、その出場するチー

ムとかあるいは団体数、あるいは選手数等で陸

上競技からここに書いてありますハンドボール

までそれぞれ内容が違うと思うんですね。そこ

らはどのように積算をされて、こんな形になる

んですかね。ちょっとお聞かせくださいません

か。
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まず、この配分をす○坂口スポーツ振興課長

るために、県の体育協会は 「選手強化対策基本、

方針」というのを持っております。それを受け

まして、選手強化配分基本計画をつくっており

ます。その基本計画に基づきまして、特技競技

から最重点、それから重点、発展、育成という

５つのランクを設けております。そのランクに

従いまして、例えば特技競技であれば、関東地

方に４泊５日で１回、九州地区に３泊４日で２

回とか、県内の合宿を３泊４日で２回とか、そ

ういう１人分の積算をいたします。その積算に

従いまして、その選手のエントリー数の人数を

掛けます。それがそれぞれの種別の強化費とい

うことになるわけでございます。

それは事務方の積算の基礎という○山口委員

ことなんですか。それとも各競技団体ともすべ

てそれは理解をされていると考えてよろしいん

ですか。

当然、それに基づき○坂口スポーツ振興課長

まして、各競技団体は綿密な事業計画を上げて

まいります。それを県体育協会は、それで間違

いないかということをチェックいたしまして、

それがオーケーであれば、それを戻しまして、

補助金を交付するというシステムになっており

ますので、そういうことで御理解をいただきた

いと思います。

先ほどの蓬原委員の質問に関○外山三博委員

連してちょっと確認したいんですがね。サンマ

リン球場の広告収入が教育委員会の一般財源と

、して歳入で入ると、私は、その説明を聞くまで

当然、財政の方に県の収入として入ると私は考

えていたんですよ。このサンマリン球場を使っ

。ていろんな入場料を取るイベントありますよね

この収入はどこに入っているんですか。

例えば、高校野球あ○坂口スポーツ振興課長

たりも取りますけれども、これは高等学校野球

連盟に入ります。

そのほか、例えば、この前○外山三博委員

オールスターありましたよね。これはどこに入

るんですか。

オールスターについ○坂口スポーツ振興課長

ては、深く承知はしておりませんけれども、日

本野球機構が取りまとめていると考えておりま

す。

この球場を使った広告料の収○外山三博委員

入は教育委員会の方に入る……、私は、財政に

当然入ると思っておったんですがね。例えば、

教育委員会所管の高等学校の授業料、これは財

政に入っていますよね。どうですか。

先ほどのお答えです○坂口スポーツ振興課長

。けれども、使用料につきましては県に入ります

それから、入場料、それぞれの団体が入場料を

取りますよね。例えば、高等学校野球大会が

あっておりますけれども、それで入場料につき

ましては、それぞれの団体の収入になるという

ことでございます。球場の使用料等については

県に入ります。

具体的には使用料というと、○外山三博委員

どういうものがあるんですか。

使用料というのは、○坂口スポーツ振興課長

例えば、サンマリンスタジアムを野球で使用し

ますよね。そういう使用料でございます。使う

ためのお金ということになります。それから、

それぞれの団体がその大会に入場料を取るとい

うことであれば、その団体の収入になるという

ことで御理解をいただきたいと思います。

２～３日前のオールスターは○外山三博委員

日本野球機構が取ると、じゃ、野球機構にあの

球場を貸したんですね。貸出料が当然あると思

うんですよね。これはどこに入ったんですか。
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施設の使用料という○坂口スポーツ振興課長

ことで県に入ります。それと、広告を出しまし

たので、広告料も入ってまいりました。

さっきの授業料は当然県の財○外山三博委員

政の方の収入ですよね。これは当初予算見れば

。わかることですよね。結構です、わかりました

要望をお願いいたします。○山口委員

せんだって中体連、開会されましたが、夏は

中体連、高体連、まさに若い諸君の汗が光る時

期でもあるんですが、実は、地区大会を含めて

優勝旗及び優勝カップがぼろぼろとまでは言い

ませんが、確かに、歴史の重みのあるものです

から、また、財政の絡む問題ですから、そう簡

単につくりかえられないと思うんですけどね。

カップをどなたかに磨いてほしいねと思ってみ

たり、あるいは優勝旗も三脚がしっかりしてな

かったり、上の槍の部分がいろいろ不都合が

あったりとかありますので、やっぱり優勝の実

感を味わうためのカップや優勝旗というのは、

皆さんの方で一度しっかり確認をしていただい

て、感激が沸いてくるような優勝旗やカップに

していただくよう、点検をお願いいたしたいと

思います。結構です。

ほかにありませんか。○外山良治委員長

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

副委員長と委員長を交代い○外山良治委員長

たします。

〔委員長交代〕

昨日、中体連に行ってきま○外山良治委員長

した。たしか、6,515～6,516名の若い中学生が

入場行進をして本当に感動いたしました。もち

ろん、あの中にはサッカー選手も入場されたこ

とと思います。彼らが夢と希望を抱けるような

今のサッカー協会であるのかと考えた場合に非

常に寂しく思いました。ちなみに、任意団体で

、あるから尊重するということでございましたが

全国的に、例えば県体協は任意団体ですか、ど

うですか、まずお伺いをいたします。

任意団体でございま○坂口スポーツ振興課長 ※

す。

ちなみに、サッカー協会は○外山良治委員長

どうですか。全国的に、サッカー協会は任意団

体か、財団法人等の団体か、お伺いをいたしま

す。

先ほどの県体育協会○坂口スポーツ振興課長

は、財団法人でございます。県のサッカー協会

は、任意団体でございます。全国的に見て、財

団法人が10、社団法人が31、ＮＰＯが１、法人

化をしていないところが今、５県ございます。

以上でございます。

サッカー協会、任意団体と○外山良治委員長

いうことでございますが、例えばＰＴＡ、これ

も全部任意団体です。ですから、任意団体であ

れば監査ができません。しかし、財団法人、社

団法人であれば監査団体の対象となります。ち

なみに、年間の予算が5,000～6,000万あると言

われておる団体が任意団体であるということが

非常におかしいと、そこで、全国的に見られる

ように、今、５団体と言われましたが、一日も

早く財団法人、社団法人等働きかけられて、透

明な団体になるように指導した方がいいのでは

ないかなというふうに思います。それが第１点

ですね。

それから、そうしなければ、夢と希望と言い

ながら、団体がこういう721万の不正、そし

て400万は個人的弁済、あとについてはまだ今年

の９月ごろ最終報告をすると、普通であれば民

事・刑事の告発をしますよ。これだけ多額の不

正ということがあればですね、それは個人的な

※このページ右側に訂正発言あり
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問題ですから横に置くとして、やっぱりスポー

ツを目指す方々は、まず心身ともにクリーンで

あってほしいということを要望しまして、ス

ポーツ振興課として対応していただきたいとい

うふうに要望しておきます。

〔委員長交代〕

ほかにございませんか。○外山良治委員長

〔 なし」と呼ぶものあり〕「

その他何かありませんか。○外山良治委員長

競技力向上ということですが、当○中村委員

時の笹山教育長がおられたとき、競技力向上の

ことでこの委員会でいろいろあったことがある

んですが、そのとき教育長が競技力向上の委員

長になることについておかしいんじゃないかと

いうことでお話をしました。当時の笹山教育長

は「いや、どうしても私がやりたい」というこ

とで、ここでいろいろ議論があったんですが、

そして、特別委員会も過去２年競技力向上の特

、別委員会というのが設置されました。ところが

全然競技力向上が、国体等での成績が、１回

ちょっと上がったことがありますが、上がって

ない。私はかねがね、前も言ったんですが、こ

のスポーツ振興課を知事部局の直轄にして、大

体、教育委員会にスポーツ振興課があることと

いうのは果たして正しいのかどうか、各県は

やっぱり教育委員会の中に置いてありますかど

うか、それをひとつお尋ねします。

教育委員会に置いて○坂口スポーツ振興課長

あるのがほとんどでございます。

それがほとんどだということで、○中村委員

そうでないところもあるわけですね。

１～２県あると思い○坂口スポーツ振興課長

ます。九州はすべて教育委員会の中にございま

す。

全国的にそういう方向だから、そ○中村委員

れが果たしていいか悪いかというのは、そのほ

とんどがそうだからいいとは思えないわけです

ね。僕は、スポーツ振興課が、いわゆる知事部

局で直接スポーツ振興課独自に直轄でつくるの

かどうかそれは別として、教育委員会の中にあ

るから枠があるんじゃないか。いわゆる競技力

向上が図れないんじゃないか、というのは、先

生方がほとんどなんですが、皆さん方が、例え

ば優良企業に行って、これは体育連盟か何か、

県体協がするのかわかりませんけど、例えば、

優良企業、今、儲かっている企業というのは焼

酎関係の企業がありますよね。そこに出向いて

いって、競技力向上に金が要るんだけど、少し

寄附してくれないかとか、そういう交渉はでき

ないでしょう、先生方には。私は、そういった

意味では、やはり知事部局のどこかにスポーツ

振興課を置いて、そして、そういう金の集め方

までやっていけばより強いところができるん

じゃないか、かねがねそういうことを言ったこ

ともあるし、思っているんですよね。だから、

教育委員会という枠があるから、なかなかでき

、ない部分があるんじゃなかろうかと思いますが

その辺はいかがでしょう。

今、中村委員がおっしゃいまし○高山教育長

たスポーツ分野の知事部局移管でございますけ

れども、平成16年でしたかね、中教審答申が出

されまして、生涯学習分野とかスポーツ分野、

文化の分野等につきましては、知事部局の方に

移管した方がどうだろうかというような答申が

なされまして、現在、知事部局の方といろんな

角度から検討を行っているところでございまし

て、確かに、本県競技力につきましては、落ち

てきておりますけれども、今後、そういった面

も含めまして、さらなる検討を進めてまいりた

いというふうに考えておりますので、御理解い
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ただきたいと思います。

関連。その議論をしたとき、私も○山口委員

一緒に委員でした。申し上げますが、１つは資

金面ということもそうですし、いま一つは、国

体級の選手を抱えるということもそうなんです

ね。本県の国体陣の低迷をいろいろ皆さん方悩

まれますが、特に、高校生クラスが他県に流れ

る部分もありますけれども、やっぱり地元に残

。りたいという、そういう学校をつくってほしい

一方では、そのための資金援助はスポーツ振興

課だけでなくて、商工観光労働部と一緒になっ

て、景気のいい企業たくさんあるんですよね。

ですから、資金を援助してもらう、あるいは国

体に出るチームの選手をここで１人、ここで１

人、はっきりいいますと、宮崎銀行で２人、太

陽銀行で１人、ＪＡの方で２人とかいう感じで

選手を引き受けていただけませんかとか、そう

いう商工観光労働部を一緒にまとめた形での競

技力向上策を考えなきゃ、今のような知事部局

に持っていったらという意見が出てくると私も

思います。ですから、縦割り行政の一番の弊害

かもしれませんから、そこらはまさに、全庁的

に他の部局を皆さん方が借りる形で、何とか人

と金の確保に頑張ってほしいと思います。

、○中村委員 私は、案外色が白いんですが、今

真っ黒しているのは、きのう高校野球見に行き

ました。延べ今まで２回行ったんですが、きの

うバレーの１年生大会もありましたね。非常に

関心を持っていろんなところに見に行くんです

けれども、やっぱりスポーツ振興課で、きょう

は野球がある、きょうはバレーがあると、いろ

んなスポーツがあるわけですけれども、必ずだ

れか見にいってらっしゃいますか。

それぞれ各競技に担○坂口スポーツ振興課長

当者がございますので、その者を中心に、それ

ぞれの大会にできるだけ県体協と連携しながら

応援・支援に参っているところでございます。

スポーツ振興課の課長初め皆さん○中村委員

が手分けして、いろんな大会があるとき行かれ

て、本当にこれ、どういうところに勝てない問

題とかそういったものがあるのかというのはよ

くわかると思います。高校野球２回見に行きま

したが 「ははぁ、この宮崎県の弱いのはここな、

んだな」とか、そういったのはよくわかるんで

すね。そういったことをやっぱり注目していた

だいて、県教委から来ているということになる

と、また個々の種目の人たちも張り合いがある

と思うんですね。だから、何の競技でもそうで

すが、必ずひとつ顔を出していただく。

、何でも出していただくということでしたけど

この前、アーチェリーの県体に行ってみました

らだれも来てませんでしたね。やっぱり手分け

して、いろんな競技があるわけですから、行っ

てみられると、あれこそやっぱり健常者と障が

い者が垣根なく戦えるアーチェリー大会だった

です。ああいうところに行って励ましてあげな

、いと本当にいけないと私は思ったもんですから

行ってらっしゃるかどうか聞いたところです。

ぜひ、分け隔てなくいろんなスポーツに顔出し

て、競技力向上が、どこが悪いのかということ

はわかると思うんですね。そういうことをひと

つ皆さんで検討してください。

冒頭に教育長の方から不祥事○外山三博委員

、のおわびというか、報告がありましたけれども

今までも教育委員会に関する教員に対する不祥

事というのはありましたよね。そのおわびと反

省というのは聞いてきたんですが、そういう状

況が出てくる背景というか、そこ辺の議論が教

育委員会として、どういうふうになされて、そ

れを今後にどう生かしていくかということが一
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番肝心なんですね。そういう一番肝心なところ

の報告は、一回もこの委員会で聞いたことない

んですね。だから、今度の件についても教育委

員会でどういう議論をされて、今後、どういう

対応をとっていこうかという、その一番もとの

ところですね、そこ辺をちょっとお聞かせをい

ただきたいんですが……。

先ほどもおわびを申しましたけ○高山教育長

れども、宮崎県の教職員として、どういった教

職員を今後求めていくかという具体的な理想像

ですね。この理想像をきちっと固めまして、そ

のための教員の採用とか研修のあり方等々につ

きまして、今後、検討していきたいということ

で、現在、人材育成プランを策定をいたしてお

りますけれども、そういったプランを早急に策

定いたしまして、本県の求める教職員像をきっ

ちりと出して周知を図っていきたいというふう

に考えておりまして、今回の事件につきまして

も、やっぱり最終的には児童生徒、保護者、県

民から信頼されまして、教育公務員として誇り

と自覚を持てるような職業として、きちっと職

務に邁進するような教職員を育てていきたいと

いうふうに考えております。

個人の問題というか、資質の○外山三博委員

問題にしてしまうというのは簡単なんですけど

ね。しかし、あれだけ大勢の１万人を超える教

職員を抱えた中で、人間として教員失格の人も

多分いると思うんですよね。しかし、それは入

。るときに、採用するときになかなかわからない

ですから、国の方が10年で一応見直していこう

、という制度は、私は非常にいいと思うんですが

しかし、10年たつと相当なれというか、そうい

う流れに乗ってしまうおそれがあるような気が

するんですね。ですから、私は、県独自で、教

員になって５年ぐらいで何かのチェックができ

ないかなということを考えておるんですが、ど

うでしょうかね。そういうこと、考えることで

きませんか。

基本的には、採用してから○谷村教職員課長

の先生方につきましては、まず最初、入るとき

。に１年間初任者研修というのを課しております

５年目に５年研修、それから10年目に10年研修

ということで課しておりまして、それぞれの時

代に合った教育はいかにあるべきかということ

も含めて研修をいたしております。先ほど教育

長も申し上げましたが、今年度人材育成プラン

を現在作成中でございまして、広く県民の方か

ら意見をいただいて、これをつくりたいという

ことで考えております。

現職の教員につきましては、いわゆるマニュ

アルをつくりましてそれぞれ職員に１冊ずつ、

「教員はどうあるべきか」ということの冊子を

。つくっておりまして、配付をいたしております

また、日ごろからいろんなそういう不祥事が起

きた場合に、校長が指導できるようなマニュア

ルも出しております。そして、自分自身で

チェックできる、社会人として、教員として、

こういうところが足らんのじゃないかというよ

うなチェックリストもつくって配付してやって

おります。

それから、今回は、講師ということで、臨時

的な職員でございましたので、臨時的な職員、

それから非常勤講師も含めて、そういう研修を

校内、あるいは市町村教育委員会、あるいは教

育事務所等で実施するようにしているところで

ございます。以上でございます。

前からちょこちょこ聞くんで○外山三博委員

すよね。登校拒否の先生、今、どのくらいいる

んですか。登校拒否の先生、いないんですか、

いるんですか。
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把握はしておりません、現○谷村教職員課長

在のところ。

いるかいないかはわかるで○外山三博委員

しょう。全然報告もないんですか。

例えば、精神的に病気でか○谷村教職員課長

かっているという職員については、把握はして

おります。以上です。

随分前に、そういう話をこの○外山三博委員

委員会かな、聞いた記憶があるんですね。そう

。いう先生がいなければもう一番いいんですよね

ですから、それに近い先生、完全登校拒否じゃ

なくてもですね。そういう現場の先生の状況は

どうかということを各教育委員会を通じて調べ

ることによって、いろんなその先生がこれから

起こす可能性のある不祥事を含めてですね。

チェックができると思うんですよね。一度、そ

ういう教育委員会通じましてね、現状を調べて

いただくようにお願いをしておきます。

ほかにありませんか。○外山良治委員長

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

今の資料については委員会○外山良治委員長

資料ということでお願いをいたします。

それでは、以上をもって教育委員会を終了い

たしました。執行部の皆様には御苦労さまでご

ざいました。

暫時休憩をいたします。

午前11時41分休憩

午前11時47分再開

委員会を再開いたします。○外山良治委員長

県外調査についてでありますが、現在、調査

先との日程調整を行っておりますが、予定が確

定次第、日程表をお送りいたしたいと考えてお

ります。

日程は、当初の予定どおり８月21日から８

月24日で実施したいと考えておりますので、御

参加いただきますよう、よろしくお願いをいた

します。

暫時休憩をいたします。

午前11時48分休憩

午前11時50分再開

委員会を再開いたします。○外山良治委員長

その他何かありませんか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

すべてないようでございま○外山良治委員長

す。以上で委員会を終了いたします。委員の皆

さん、お疲れさまでございました。

午前11時50分閉会




